
平成３１年度（令和元年度） 事業計画 

福井県産婦人科医師連合 

 

◎ 基 本 方 針 

日本産婦人科医会および日本産科婦人科学会と緊密に連携を計りながら、

福井県産婦人科医の倫理の昂揚に努めると共に学術の研修を強化して各々

の診療内容の充実を図り、地域医療に貢献すると共に会員相互の親睦と福

祉をめざす。 

 

 

１． 学術の研鑚と母体保護法の遵守 

（１）日本産婦人科医会研修会の開催 

本年度研修テーマ 

Ａ 母体保護法に関する諸問題 

Ｂ 会員研修ノート 

①「産科異常出血への対応」 

②「外国人患者への対応と留意点」 

  （２）日本産婦人科医会北陸ブロック協議会の参加（富山市・６月１日） 

  （３）北陸産科婦人科学会総会・学術講演会の参加（富山市・６月１日～２日） 

（４）日本産科婦人科学会専門医制度の審査事業の実施 

（５）臨床研修会の開催および学術集会抄録集発行 

（６）子宮がん・乳がんに関する継続研修 

（７）母体保護法に関する届出義務の徹底化（プレグランディンも含む） 

（８）日医生涯教育制度への対応 

  （９）福井県女性アスリート・ルナコントロールプロジェクトの遂行 

 

 

２． 福祉関係への協力 

（１）子宮がん、乳がん検診特に個別検診の推進 

（２）ＨＴＬＶ－１母子感染予防事業への協力 

（３）妊婦、新生児健診、先天性代謝異常スクリーニング 

（４）おぎゃー献金の協力推進 

（５）「県民健康センター」検診事業への出務、協力 

（６）性教育活動への協力 

（７）性暴力被害者対策への協力 

（８）新生児聴覚スクリーニング検査への協力 

（９）その他各種講習会への協力等 

 （１０）妊娠等について悩まれている方のための相談援助事業への協力 

 （１１）不妊検査・一般不妊治療費助成事業への協力 



 （１２）産婦健康診査事業への協力 

 

 

３． 関連学会・研究会への協力 

（１）福井県臨床細胞学会への参加協力 

（２）福井県母性衛生学会への参加協力 

（３）福井婦人科腫瘍研究会への参加協力 

（４）福井県予防接種研究会への参加協力 

（５）福井生殖生物学医学研究会への参加協力 

（６）日本臨床細胞学会北陸連合会学術集会への参加協力 

 

 

４． 広報及び調査 

（１）福井産婦人科医報発行 

（２）日本産婦人科医会の実態調査への協力 

（３）性感染症実態調査の協力 

（４）HTLV-1抗体検査の協力 

（５）聴覚マススクリーニング検査の協力 

（６）胎児・新生児死亡数報告の協力 

 

 

５． 医療事故対策 

（１）医療事故・過誤防止事業の徹底 

（２）救急患者対策及び病院、診療所間の相互扶助を含めたトラブル防止 

 

 

６． 社保関係 

（１）保険医療及び自由診療の適正化をはかる 

（２）保険診療講習会の開催 

 

 

７． 会員の福祉増進をはかり医療法改正に対する適切な対応 

（１）医療経営対策の推進 

（２）コンピュータネットワーク構想への取り組み 

 

 

８． 周産期医療向上への取り組み 


